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I．調査の概要 
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１．調査の目的 

 

本調査では、人権問題及び男女の社会参画状況についての市民の考え方や意見を把握し、平成３０年度

調査結果及び国・県の調査結果等と比較検討し、人権が尊重される社会及び男女共同参画社会に向けての

今後の施策の方向づけの基礎資料とします。 

 

 

２．調査設計 

 

①実施時期 

令和５年７月１日（土）～令和５年７月３１日（月） 

 

②調査対象者 

熊本市在住の満２０歳～６９歳の市民２，０００人を無作為に抽出 

 

③有効回収数（有効回収率） 

有効回収数：６０３票（WEB：１７８票、紙：４２５票） 

有効回収率：３０．２％ 

 

④調査方法 

郵送法（郵便による調査票配布・回収）及びQRコード読み取りによるWEB回答 

 

⑤アンケート項目 

・「人権に関すること」４５項目  

・「男女共同参画に関することについて」５８項目 

・「属性に関する項目」１２項目 

 

⑥調査主体 

・問１～問４２（第１部 人権に関すること）：熊本市 人権政策課 

・問４３～問５８（第２部 男女共同参画に関すること）：熊本市 男女共同参画課 
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３．報告書の見方 

 

⚫ 単数回答の集計については、設問ごとに無回答の項目を設けて、これを含めた全体の基数（ｎ）を百分率

（％）で表している。なお、回答率は小数点以下第２位を四捨五入しているため、数表、図表に示す百分

率（％）の合計は必ずしも１００％にならない場合がある。 

 

⚫ ２つ以上の回答を要する（複数回答）質問の集計については、項目別に、基数（標本数）に対するその項

目を選んだ回答者の割合としている。従って、数表、図表に示す各項目の回答率の合計は１００％を超え

る場合がある。 

 

⚫ 数表、図表、文中に示すｎは、回答率算出上の基数（標本数）である。 

ｎ＝該当数（その質問を回答しなくてよい人を除いた数） 

 

⚫ 数表、図表に示す選択肢はスペースの関係で文言を短縮して表記している場合があるので、詳細は巻

末の調査票を参照のこと。 

 

⚫ 文中の選択肢の表記は「 」で行い、選択肢のうち、２つ以上のものを合計して表す場合は『 』としてい

る。 

 

⚫ ２つ以上の選択肢を合計して表している比率については、各選択肢の基数（標本数）の合計をもとに算

出しているため、選択肢個々の回答率の合計とは、必ずしも同じにならない場合がある。 

 

⚫ 属性別の分析において、サンプル数（標本数）が少ないものについては、分析コメントを割愛する場合が

ある。 

 

⚫ 文中で「複数回答」と特に断りがない場合は、単数回答である。 
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４．回答者属性 

（１）国籍 

 

 

 

（２）性別 

 

 

 

98.2

0.0

0.0

0.0

0.2

0.0

0.2

0.2

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日本

中国

ベトナム

フィリピン

朝鮮・韓国

ネパール

インドネシア

その他

無回答

全体 ｎ＝603 だ

40.6

58.2

0.0

1.2

0% 20% 40% 60%

男性

女性

その他

無回答

全体 ｎ＝603 だ
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（３）配偶関係 

 

 

 

（４）住まい 

 

62.9

5.8

29.5

1.8

0% 20% 40% 60% 80%

配偶者あり

離・死別

未婚

無回答

全体 ｎ＝603 だ

25.5

27.9

11.3

15.3

18.7

1.3

0% 10% 20% 30%

中央区

東区

西区

南区

北区

無回答

全体 ｎ＝603 だ
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（５）年齢 

 

 

（６）職業 

 

8.1

10.4

15.3

15.4

7.8

7.6

8.3

9.1

9.8

6.8

1.3

0% 10% 20% 30%

２０～２４歳

２５～２９歳

３０～３４歳

３５～３９歳

４０～４４歳

４５～４９歳

５０～５４歳

５５～５９歳

６０～６４歳

６５～６９歳

無回答

全体 ｎ＝603 だ

5.3

1.5

1.3

6.8

28.2

20.4

11.1

8.6

4.1

7.1

5.5

0% 10% 20% 30% 40%

自営業主（農林漁業、商

工サービス等）

家族従業者

自由業（開業医・弁護士・

作家等）

管理職

専門・技術職

一般事務職

労務職

専業主婦・主夫

学生

無職

無回答

全体 ｎ＝603 だ
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（７）就労形態 

 

※回答者数は、職業が「専業主婦・主夫」・「学生」・「無職」・「無回答」を含まない。 

 

 

 

（８）配偶者の職業 

 

 

 

68.9

20.4

2.0

8.7

0% 20% 40% 60% 80%

常勤

非常勤・臨時・パー

ト

その他

無回答

全体 ｎ＝450 だ

7.4

1.1

1.8

8.4

33.2

14.5

13.7

6.9

0.3

8.4

4.2

0% 10% 20% 30% 40%

自営業主（農林漁業、商

工サービス等）

家族従業者

自由業（開業医・弁護

士・作家等）

管理職

専門・技術職

一般事務職

労務職

専業主婦・主夫

学生

無職

無回答

全体 ｎ＝379 だ



 

8 

（９）配偶者の就業形態 

 

※回答者数は、職業が「専業主婦・主夫」・「学生」・「無職」・「無回答」を含まない。 

 

 

（１０）同居している家族構成 

 

 

 

70.7

20.1

0.7

8.6

0% 20% 40% 60% 80%

常勤

非常勤・臨時・パー

ト

その他

無回答

全体 ｎ＝304 だ

18.1

42.0

10.1

3.6

5.1

14.3

3.5

3.3

0% 10% 20% 30% 40% 50%

夫婦だけ

夫婦と子ども

母（または父）と子

ども

夫婦と親

三世代

あなただけ

その他

無回答

全体 ｎ＝603 だ
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（１１）子どもの有無 

 

 

（１２）子どもの人数 

 

 

（１３）子どもの年代 

 

57.5

40.3

2.2

0% 20% 40% 60%

いる

いない

無回答

全体 ｎ＝603 だ

28.5

45.0

21.0

3.7

0.9

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１人

２人

３人

４人

５人以上

無回答

全体 ｎ＝347 だ

13.0

28.5

23.3

11.0

8.4

13.3

33.1

0% 20% 40%

乳幼児

幼児

小学生

中学生

高校生

大学・大学院生（高専・短

大・専門学校を含む）

無回答

全体 ｎ＝347 だ
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II．アンケート調査結果 
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第１部 

人権に関することについて 
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１．人権全般 

（１）人権問題に対する関心度 

問 1．あなたはさまざまな人権問題について関心がありますか。 

 

さまざまな人権問題についての関心を尋ねたところ、「やや関心がある」の４８．９％が最も高く、これに「どち

らともいえない」の２５．７％が続いている。「とても関心がある」と「やや関心がある」を合わせた『関心がある』

層の割合は６３．３％、「あまり関心がない」と「まったく関心がない」を合わせた『関心がない』層の割合は１０．

４％となっている。 

前回調査と比較すると、『どちらともいえない』の割合（前回７．１％）は１８．６ポイント増加している。 

 

図表１：人権問題に対する関心度 

 

 

 

  

『関心が

ある』計

『関心が

ない』計

63.3 10.4

66.0 25.0

14.4

12.1

48.9

53.9

25.7

7.1

8.5

23.5

2.0

1.5

0.5

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5 n=603

H30 n=749

とても関心がある やや関心がある どちらともいえない

あまり関心がない まったく関心がない 無回答
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（２）関心がある人権問題の内容 

問２．あなたは、次のうちどの人権問題に関心がありますか。（複数回答） 

 

どの人権問題に関心があるかを尋ねたところ、「女性（又は男女）に関する人権問題」の５９．２％が最も高く、

これに「こどもに関する人権問題」の５７．９％、「パワーハラスメントやセクシャルハラスメントなどのさまざまな

ハラスメント問題」の５４．７％が続いている。一方、回答割合が低いのは「アイヌの人々に関する人権問題」（８．

５％）、「エイズ患者やＨＩＶ（エイズウイルス）感染者に関する人権問題」（１０．８％）、「ホームレスの人々に関す

る人権問題」（１２．１％）などとなっている。 

前回調査と比較すると、「インターネットに関する人権問題」の割合（前回２９．９％）は１５．９ポイント増加、

「性的少数者（性的マイノリティ）に関する人権問題」（前回２５．６％）は１０．１ポイント増加しており、関心が高

くなったことがわかる。一方、「震災等の災害に起因する人権問題」の割合（前回２８．２％）は１１．９ポイント減

少しており、関心が低くなったことがわかる。 

 

図表２：関心がある人権問題の内容 

 

  

59.2

57.9

31.0

52.6

22.6

23.2

35.7

14.6

12.8

10.8

14.1

24.0

52.5

50.3

38.3

49.9

17.4

14.8

25.6

13.4

11.3

10.8

15.0

25.2

0% 20% 40% 60% 80%

女性（又は男女）に関する人

権問題

こどもに関する人権問題

高齢者に関する人権問題

障がいのある人に関する人権

問題

部落差別（同和問題）に関す

る人権問題

外国人に関する人権問題

性的少数者（性的マイノリ

ティ）に関する人権問題

水俣病に関する人権問題

ハンセン病回復者等に関する

人権問題

エイズ患者やＨＩＶ（エイズ

ウイルス）感染者に関する人

権問題

刑を終えた出所者に関する人

権問題

犯罪被害者等に関する人権問

題

45.8

8.5

14.3

15.1

12.1

16.3

14.1

17.4

54.7

2.0

4.3

0.7

29.9

4.4

0.0

17.8

11.5

28.2

9.2

0.0

0.0

1.9

5.2

1.1

0% 20% 40% 60% 80%

インタ－ネットに関する人権

問題

アイヌの人々に関する人権問

題

難病患者に関する人権問題

北朝鮮当局による拉致被害者

等に関する人権問題

ホームレスの人々に関する人

権問題

震災等の災害に起因する人権

問題

自死遺族に関する人権問題

新型コロナウイルス感染症等

の感染症に関する人権問題

パワーハラスメントやセク

シャルハラスメントなどのさ

まざまなハラスメント問題

その他

特にない

無回答

R5 n=603

H30 n=749

※「難病患者に関する人権問題」と「新型コロナウイルス感染症等の感染症に関する人権問題」、「パワーハラスメントやセクシュアル

ハラスメントなどのさまざまなハラスメントに問題」の項目は令和５年度から追加された項目です。 
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（３）自分の人権について 

問 3．あなたは、自分の人権が守られていると感じますか。 

 

自分の人権について尋ねたところ、「やや感じる」の４１．３％が最も高く、これに「どちらともいえない」の３３．

０％が続いている。「とても感じる」と「やや感じる」を合わせた『感じる』層の割合は５５．６％、「あまり感じない」

と「全く感じない」を合わせた『感じない』層の割合は１０．９％となっている。 

前回調査と比較すると、『どちらともいえない』の割合（前回１５．４％）は１７．６ポイントと大きく増加している。 

 

図表３：自分の人権について 

 

 

  

55.6 10.9

55.4 27.7

『感じない』

計

『感じる』

計

14.3

9.3

41.3

46.1

33.0

15.4

10.0

25.6

1.0

2.1

0.5

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5 n=603

H30 n=749

とても感じる やや感じる どちらともいえない

あまり感じない 全く感じない 無回答
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（４）自分の人権が侵害された経験について 

問 4-1．あなたは、この数年（概ね３～４年）の間に、自分の人権が侵害されたと思ったことがありますか。 

 

自分の人権が侵害された経験について尋ねたところ、「ある」が２０．４％、「ない」が７９．１％となっている。 

前回調査と比較すると、「ある」の割合（前回１３．４％）は７．０ポイント増加し、「ない」（前回８６．０％）は６．９

ポイント減少している。 

 

図表４：自分の人権が侵害された経験について 

 

  

20.4

13.4

79.1

86.0

0.5

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5 n=603

H30 n=749

ある ない 無回答 ダミー
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（５）経験した人権侵害の内容について 

問 4-2．問 4-1で「１．ある」と回答された方はどのような人権侵害を受けましたか。（複数回答） 

 

経験した人権侵害について尋ねたところ、「パワーハラスメントやセクシャルハラスメントなどのハラスメント

に関すること」の４８．０％が最も高く、これに「女性（又は男女）に関すること」の４２．３％、「障がいのある人に

関すること」の１２．２％が続いている。一方、「部落差別（同和問題）に関すること」・「ハンセン病回復者とその

家族に関すること」・「エイズ患者や HIV（エイズウイルス）感染者に関すること」・「刑を終えた出所者に関する

こと」・「アイヌの人々に関すること」・「北朝鮮当局による拉致被害者等に関すること」は回答がなかった。 

 

図表５：経験した人権侵害の内容 

 

 

  

42.3

10.6

2.4

12.2

0.0

0.8

2.4

0.8

0.0

0.0

0.0

1.6

50.0

17.0

11.0

16.0

1.0

3.0

1.0

0.0

0.0

1.0

0.0

1.0

0% 20% 40% 60%

女性（又は男女）に関すること

こどもに関すること

高齢者に関すること

障がいのある人に関すること

部落差別（同和問題）に関すること

外国人に関すること

性的少数者（性的マイノリティ）に関

すること

水俣病に関すること

ハンセン病回復者とその家族に関

すること

エイズ患者やＨＩＶ（エイズウイルス）

感染者に関すること

刑を終えた出所者に関すること

犯罪被害者等に関すること

5.7

0.0

3.3

0.0

0.8

1.6

0.8

6.5

48.0

14.6

0.0

6.0

0.0

0.0

3.0

0.0

12.0

1.0

0.0

0.0

30.0

0.0

0% 20% 40% 60%

インタ－ネットに関すること

アイヌの人々に関すること

難病患者に関すること

北朝鮮当局による拉致被害者等に

関すること

ホームレスの人々に関すること

震災等の災害に起因すること

自死遺族に関すること

新型コロナウイルス感染症等の感染

症に関すること

パワーハラスメントやセクシャルハ

ラスメントなどのハラスメントに関

すること

その他

無回答

R5 n=123

H30 n=100

※「難病患者に関すること」と「新型コロナウイルス感染症等の感染症に関すること」、「パワーハラスメントやセクシャルハラスメントなど

のハラスメントに関すること」の項目は令和５年度から追加された項目です。 
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（６）人権侵害された際の対応について 

問 5-1．もしあなたが、差別をされたり、人権を侵害されたり、人権に関して不安に感じた場合、まずどのような

対応をしますか。 

 

人権侵害されたときの対応について尋ねたところ、「どこか（だれか）に相談する」の５３．７％が最も高く、こ

れに「黙ってがまんする」の２３．５％、「相手に抗議する」の１９．４％が続いている。 

 

図表６：人権侵害されたときの対応について 

 

 

 

 

  

19.4 23.5 53.7 2.8
0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5 n=603

相手に抗議する 黙ってがまんする どこか（だれか）に相談する

その他 無回答 ダ
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（７）人権侵害を受けた際の相談場所について 

問 5-2．問 5-1で「3．どこか（だれか）に相談する」と回答された方はどこに（だれに）相談しますか。（複数回答） 

 

人権侵害を受けた際の相談場所について尋ねたところ、「身近な人に相談する」の８７．３％が最も高く、こ

れに「県や市に相談する」の２６．２％、「国の機関（法務局・人権擁護委員）に相談する」の１９．８％が続いてい

る。 

 

図表７：人権侵害を受けた際の相談場所について 

 

 

  

87.3

16.7

17.3

19.8

26.2

4.6

2.2

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身近な人に相談する

弁護士に相談する

警察に相談する

国の機関（法務局・人権擁護委員）に相談する

県や市に相談する

民生委員・児童委員に相談する

その他

無回答
全体ｎ＝324
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（８）他人の人権を侵害した経験について 

問 6-1．あなたは、この数年（概ね３～４年）の間に、他人の人権を侵害したと思ったことがありますか。 

 

他人の人権を侵害した経験について尋ねたところ、「ある」が７．５％、「ない」が９０．７％となっている。 

前回調査と比較すると、「ある」の割合（前回３．３％）は４．２ポイント増加し、「ない」（前回９５．９％）は５．２

ポイント減少している。 

 

図表８：他人の人権を侵害した経験について 

 

 

  

7.5

3.3

90.7

95.9

1.8

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5 n=603

H30

n=749

ある ない 無回答 ダミー
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（９）侵害した人権の内容について 

問 6-2．問 6-1で「１．ある」と回答された方はどのような人権を侵害したと思われますか。（複数回答） 

 

侵害した人権の内容について尋ねたところ、「女性（又は男女）に関すること」の４０．０％が最も高く、これに

「パワーハラスメントやセクシャルハラスメントなどのハラスメントに関すること」の３５．６％、「こどもに関するこ

と」の２２．２％が続いている。 

前回調査と比較すると、「震災等の災害に起因すること」の割合（前回２４．０％）は高かったが今回は回答

がなかった。また、「障がいのある人に関すること」（前回２０．０％）は８．９ポイント減少し、「女性（又は男女）に

関すること」（前回４８．０％）は８．０ポイント減少している。 

 

図表９：侵害した人権の内容について 

 

 

  

40.0

22.2

17.8

11.1

0.0

11.1

6.7

2.2

0.0

0.0

0.0

2.2

48.0

28.0

24.0

20.0

4.0

8.0

4.0

0.0

0.0

4.0

0.0

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

女性（又は男女）に関するこ

と

こどもに関すること

高齢者に関すること

障がいのある人に関するこ

と

部落差別（同和問題）に関す

ること

外国人に関すること

性的少数者（性的マイノリ

ティ）に関すること

水俣病に関すること

ハンセン病回復者とその家

族に関すること

エイズ患者やＨＩＶ（エイズウ

イルス）感染者に関すること

刑を終えた出所者に関する

こと

犯罪被害者等に関すること

13.3

2.2

0.0

0.0

2.2

0.0

0.0

4.4

35.6

4.4

0.0

12.0

0.0

0.0

4.0

0.0

24.0

4.0

0.0

0.0

28.0

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

インタ－ネットに関すること

アイヌの人々に関すること

難病患者に関すること

北朝鮮当局による拉致被害者等

に関すること

ホームレスの人々に関すること

震災等の災害に起因すること

自死遺族に関すること

新型コロナウイルス感染症等の

感染症に関すること

パワーハラスメントやセクシャル

ハラスメントなどのハラスメント

に関すること

その他

無回答 R5 n=45

H30 n=25

※「難病患者に関すること」と「新型コロナウイルス感染症等の感染症に関すること」、「パワーハラスメントやセクシュアルハラスメントな

どのハラスメントに関すること」の項目は令和５年度から追加された項目です。 
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２．女性の人権 

（１）特に問題があると思う女性（又は男女）の人権について 

問 7．女性（又は男女）に関することで、あなたが人権上、特に問題があると思うのはどのようなことですか。 

（複数回答３つ以内） 

 

特に問題があると思う女性（又は男女）の人権について尋ねたところ、「職場や学校などにおけるセクシュア

ル・ハラスメント（性的嫌がらせ）やマタニティ・ハラスメント（妊娠や出産、子育て中の女性に対する嫌がらせ

やいじめ）があること」の５６．９％が最も高く、これに「就職時の採用条件、仕事の内容、昇給昇進における男

女差など、職場における男女の待遇のちがいがあること」の５１．９％、「「男は仕事、女は家庭」といった男女の

固定的な役割分担意識があること」の４９．３％が続いている。 

前回調査と比較すると、「「男は仕事、女は家庭」といった男女の固定的な役割分担意識があること」の割合

（前回３８．１％）は１１．２ポイント増加している。 

 

図表１０：特に問題があると思う女性（又は男女）の人権について 

 

 

49.3

51.9

56.9

37.0

11.8

15.1

2.5

5.5

0.0

38.1

50.1

59.1

33.9

16.4

17.2

2.1

6.5

1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

「男は仕事、女は家庭」といった男女の固定的な役割分担

意識があること

就職時の採用条件、仕事の内容、昇給昇進における男女差

など、職場における男女の待遇のちがいがあること

職場や学校などにおけるセクシュアル・ハラスメント（性的

嫌がらせ）やマタニティ・ハラスメント（妊娠や出産、子育て

中の女性に対する嫌がらせやいじめ）があること

配偶者や恋人など親しい関係にある男女間の暴力（なぐ

る、暴言、行動を監視するなど）

売春・買春（援助交際も含む）

テレビ、ビデオ、雑誌、インターネットなどにわいせつ情報

がたくさん出ていること

その他

特にない

無回答

R5 n=603

H30 n=749
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（２）女性（又は男女）の人権を守るために必要と思うことについて 

問 8．女性（又は男女）の人権を守るために、あなたはどのようなことが必要だと思いますか。 

（複数回答３つ以内） 

 

女性（又は男女）の人権を守るために必要と思うことについて尋ねたところ、「男女が共に、自分らしいバラ

ンスで仕事、家庭、地域に関わることができる環境をつくる」の６５．７％が最も高く、これに「男女平等などに

関する教育を充実する」の３６．０％、「配偶者や恋人などに対して暴力をふるう加害者への教育・相談体制を

充実する」の３２．５％が続いている。 

前回調査と比較すると、「配偶者や恋人などに対して暴力をふるう加害者への教育・相談体制を充実する」

の割合（前回２２．３％）は１０．２ポイントと最も増加している。 

 

図表１１：女性（又は男女）の人権を守るために必要と思うことについて 

 

  

31.3

65.7

22.9

5.1

36.0

10.8

22.9

32.5

4.8

2.7

0.0

28.7

62.3

24.3

7.3

31.5

17.2

25.4

22.3

3.7

3.9

1.1

0% 20% 40% 60% 80%

女性のための相談・支援体制を充実する

男女が共に、自分らしいバランスで仕事、家

庭、地域に関わることができる環境をつくる

さまざまな意思決定や方針決定の場への女

性の参画を進める

女性の人権を守るための啓発広報活動など

を進める

男女平等などに関する教育を充実する

マスコミなどが紙面、番組、広告などの内容

に気をくばる

女性に対する犯罪の取締りをきびしくする

配偶者や恋人などに対して暴力を振るう加

害者への教育・相談体制を充実する

その他

特にない

無回答

R5 n=603

H30 n=749
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３．こどもの人権 

（１）特に問題があると思うこどもの人権について 

問 9．こどもに関することで、あなたが人権上、特に問題があると思うのはどのようなことですか。 

（複数回答３つ以内） 

 

特に問題があると思うこどもの人権について尋ねたところ、「仲間はずしや無視、暴力、暴言や嫌がらせな

どのいじめをすること」の５５．６％が最も高く、これに「親などがこどもに暴力を加えるなど、虐待すること」の４

３．８％、「いじめをしている人やいじめられている人を見ても、見ぬふりをすること」の３１．０％が続いている。 

また、新たに加えた３項目についても高い関心が見られた。 

 

図表１２：特に問題があると思うこどもの人権について 

 

 

  

55.6

31.0

17.7

43.8

21.7

19.7

12.4

66.0

46.9

13.6

49.8

28.8

30.7

28.6

0% 20% 40% 60% 80%

仲間はずしや無視、暴力、暴言や

嫌がらせなどのいじめをするこ

と

いじめをしている人やいじめら

れている人を見ても、見ぬふり

をすること

教師や保育士などがこどもをた

たくなど、体罰を加えること

親などがこどもに暴力を加える

など、虐待すること

大人がこどもの意見を無視した

り、大人の考えを押し付けたり

すること

ひとつの側面だけでこどもの全

てを評価してしまうこと

児童買春や児童ポルノなどがあ

ること

27.9

25.5

19.9

1.7

1.8

0.5

0.0

0.0

0.0

1.9

2.0

0.8

0% 20% 40% 60% 80%

こどもがインターネット等を通し

て犯罪に巻きこまれること

経済的困窮により、生活や就学

などに困難をきたすこと

こどもが、本来大人がするよう

な家事や家族の世話を強いられ

ること（ヤングケアラー）

その他

特にない

無回答

R5 n=603

H30 n=749

※「こどもがインターネット等を通して犯罪に巻き込まれること」と「経済的困窮により、生活や就学などに困難をきたすこと」、「こども

が、本来大人がするような家事や家族の世話を強いられること（ヤングケアラー）」の項目は令和５年度から追加された項目です。 
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（２）こどもの人権を守るために必要と思うことについて 

問 10．こどもの人権を守るために、あなたはどのようなことが必要だと思いますか。 

（複数回答３つ以内） 

 

こどもの人権を守るために必要と思うことについて尋ねたところ、「こどもに、自分も他人も大切であること

を教える」の３５．８％が最も高く、これに「親などへの教育、相談・支援体制を充実する」の３４．８％、「こどもの

ための相談・支援体制を充実する」の３３．３％が続いている。 

 

図表１３：こどもの人権を守るために必要と思うことについて 

 

 

  

33.3

17.6

20.1

34.8

35.8

23.4

10.8

42.1

28.4

35.5

46.2

56.6

32.7

21.2

0% 20% 40% 60%

こどものための相談・支援体

制を充実する

こどもの人権を守るための

教育・啓発活動を進める

教師の資質や能力を高める

親などへの教育、相談・支援

体制を充実する

こどもに、自分も他人も大切

であることを教える

それぞれのこどもの人格を

大切にする

児童買春や児童ポルノなど

の取締りをきびしくする

22.7

14.1

27.4

21.7

4.5

2.2

0.5

0.0

0.0

0.0

0.0

2.9

1.1

0.8

0% 20% 40% 60%

インターネット利用上の情報

モラルに関する教育を充実さ

せる

不適切な情報発信者に対す

る監視や取締りをきびしくす

る

経済的困窮家庭への生活や

就学のための経済的支援を

充実する

地域全体がこどもに関心が

持てる環境を充実させる

その他

特にない

無回答
R5 n=603

H30 n=749

※「インターネット利用上の情報モラルに関する教育を充実させる」と「不適切な情報発信者に対する監視や取締りをきびしくする」、

「経済的困窮家庭への生活や就学のための経済的支援を充実する」、「地域全体がこどもに関心が持てる環境を充実させる」の項目

は令和５年度から追加された項目です。 
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４．高齢者の人権 

（１）特に問題があると思う高齢者の人権について 

問 11．高齢者に関することで、あなたが人権上、特に問題があると思うのはどのようなことですか。 

（複数回答３つ以内） 

 

特に問題があると思う高齢者の人権について尋ねたところ、「振り込め詐欺や悪徳商法などの被害にあう

高齢者が多いこと」の３７．５％が最も高く、これに「病院や福祉施設内において劣悪な処遇や虐待が行われる

こと」の３３．３％、「急速なデジタル化により高齢者の情報格差（デジタルデバイド）が進むこと」の３３．２％が

続いている。 

 

図表１４：特に問題があると思う高齢者の人権について 

 

 

  

28.9

37.5

22.6

33.3

16.9

8.1

17.4

45.5

45.8

37.0

50.9

29.9

17.6

0.0

0% 20% 40% 60%

働ける場所や能力を発揮する機

会が少ないこと

振り込め詐欺や悪徳商法などの

被害にあう高齢者が多いこと

家庭内での看護や介護において

劣悪な処遇や虐待が行われるこ

と

病院や福祉施設内において劣悪

な処遇や虐待が行われること

高齢者をやっかいに思い、避ける

こと

高齢者の意見や行動を尊重しな

いこと

アパートや住宅への入居が困難な

こと

14.1

25.0

33.2

1.3

4.5

0.8

0.0

0.0

0.0

1.9

3.7

1.1

0% 20% 40% 60%

道路の段差解消、音声案内の設置

などの誰もが暮らしやすいまちづ

くりが十分でないこと

在宅で生活する場合の支援体制

が十分でないこと

急速なデジタル化により高齢者の

情報格差（デジタルデバイド）が進

むこと

その他

特にない

無回答

R5 n=603

H30 n=749

※「アパートや住宅への入居が困難なこと」と「道路の段差解消、音声案内の設置などの誰もが暮らしやすいまちづくりが十分でない

こと」、「在宅で生活する場合の支援体制が十分でないこと」、「急速なデジタル化により高齢者の情報格差（デジタルバイド）が進む

こと」の項目は令和５年度から追加された項目です。 
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（２）高齢者の人権を守るために必要と思うことについて 

問 12．高齢者の人権を守るために、あなたはどのようなことが必要だと思いますか。 

（複数回答３つ以内） 

 

高齢者の人権を守るために必要と思うことについて尋ねたところ、「高齢者が地域の支援を得て、生活しや

すい環境にする」の４７．９％が最も高く、これに「住宅サービスや福祉施設・病院を充実する」の４０．３％、「高

齢者のための相談支援体制を充実する」の３０．５％が続いている。 

 

図表１５：高齢者の人権を守るために必要と思うことについて 

 

 

  

30.5

8.3

47.9

15.1

23.2

40.3

17.9

29.9

22.7

2.8

3.3

0.5

38.9

15.2

62.6

21.0

38.9

51.9

0.0

0.0

0.0

3.2

3.9

1.2

0% 20% 40% 60% 80%

高齢者のための相談・支援体制

を充実する

高齢者の人権を守るための

教育・啓発活動を進める

高齢者が地域の支援を得て、

生活しやすい環境にする

高齢者に対する犯罪の取締りをきびしくする

高齢者と他の世代との交流を促進する

在宅サービスや福祉施設・病院

を充実する

交通機関や公共施設のバリアフリー

・ユニバーサルデザインを促進する

高齢者の情報格差（デジタルデバイド）

を解消させるための対策

を充実させる

高齢者を地域社会が見守る体制

を充実する

その他

特にない

無回答
R5 n=603

H30 n=749

※「交通機関や公共の施設のバリアフリー・ユニバーサルデザインを促進する」と「高齢者の情報格差（デジタルバイド）を解消させる

ための対策を充実させる」、「高齢者を地域社会が見守る体制を充実する」の項目は令和５年度から追加された項目です。 
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５．障がいのある人の人権 

（１）特に問題があると思う障がいのある人の人権について 

問 13．障がいのある人に関することで、あなたが人権上、特に問題があると思うのはどのようなことですか。 

（複数回答３つ以内） 

 

特に問題があると思う障がいのある人の人権について尋ねたところ、「差別的な発言をすること」の３８．

０％が最も高く、これに「働ける場所や能力を発揮する機会が少ないこと」の３５．０％、「障がいのある人を弱

者（弱い立場の人）と決めつけて接したり支援すること」の２２．９％が続いている。 

 

図表１６：特に問題があると思う障害のある人の人権について 

 

 

  

38.0

22.4

18.6

8.8

21.2

35.0

13.1

13.1

3.3

38.9

27.9

13.6

15.2

35.2

43.0

15.0

18.3

4.7

0% 10% 20% 30% 40% 50%

差別的な発言をすること

じろじろ見たり、避けたりすること

障がいのある人の意思を尊重しな

いこと

アパートや住宅への入居が困難なこ

と

道路の段差解消やエレベーターの設

置など、暮らしやすいまちづくりが

十分でないこと

働ける場所や能力を発揮する機会

が少ないこと

学校の受け入れ体制が十分でない

こと

病院や福祉施設内において、劣悪な

待遇や虐待が行われていること

スポーツ、文化活動、地域活動に気

軽に参加できないこと

9.3

11.6

12.1

13.3

4.3

22.9

1.5

2.7

1.0

20.7

16.2

0.0

0.0

0.0

0.0

1.2

3.3

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50%

近隣や地域の人々とのふれあいや

理解を深める機会が少ないこと

盲導犬や介助犬を連れての入店や

入室を断ること

聴覚や視覚に障がいのある人など

へ必要な情報を伝える配慮が足り

ないこと

在宅で生活する場合の支援体制が

十分でないこと

結婚や出産で周囲の反対を受ける

こと

障がいのある人を弱者（弱い立場の

人）と決めつけて接したり支援する

こと

その他

特にない

無回答
R5 n=603

H30 n=749

※「聴覚や視覚に障がいのある人などへ必要な情報を伝える配慮が足りないこと」と「在宅で生活する場合の支援体制が十分でない

こと」、「結婚や出産で周囲の反対を受けること」、「障がいのある人を弱者（弱い立場の人）と決めつけて接したり支援すること」の

項目は令和５年度から追加された項目です。 
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（２）障がいのある人の人権を守るために必要と思うことについて 

問 14．障がいのある人の人権を守るために、あなたはどのようなことが必要だと思いますか。 

（複数回答３つ以内） 

 

障がいのある人の人権を守るために必要と思うことについて尋ねたところ、「障がいのある人が自立して生

活しやすい環境にする」の４４．９％が最も高く、これに「障がいのある人を地域社会が当たり前に受け入れる

体制を作る」の３３．０％、「障がいのある人のための相談・支援体制を充実する」の２７．０％が続いている。 

 

図表１７：障がいのある人の人権を守るために必要と思うことについて 

 

 

  

27.0

21.1

18.9

44.9

12.6

25.7

21.1

30.0

24.2

28.4

54.1

16.7

33.0

30.7

0% 20% 40% 60%

障がいのある人のための相談・支援

体制を充実する

障がいのある人の人権を守るため

の教育・啓発活動を進める

在宅サービスや福祉施設・病院を充

実する

障がいのある人が自立して生活しや

すい環境にする

障がいのあるこども一人ひとりに応

じた教育を行う

障がいのある人の雇用を確保する

障がいのある人もない人も共に活

動し交流する場の提供を行う

8.8

9.5

24.2

33.0

1.7

2.8

0.8

12.6

15.2

0.0

0.0

1.6

3.3

0.9

0% 20% 40% 60%

障がいのある人が審議会などに参

加し、意見を反映させる機会を増や

す

人権侵害があった場合に障がいの

ある人の権利や生活を守る制度を

充実させる

障がいのある人の視点に立った生

活環境の整備（バリアフリー・ユニ

バーサルデザイン）を促進する

障がいのある人を地域社会が当た

り前に受け入れる体制を作る

その他

特にない

無回答

R5 n=603

H30 n=749

※「障がいのある人の視点に立った生活環境の整備（バリアフリー・ユニバーサルデザイン）を促進する」と「障がいのある人を地域社

会が当たり前に受け入れる体制を作る」の項目は令和５年度から追加された項目です。 
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６．部落差別（同和問題） 

（１）部落差別（同和問題）の認知度について 

問 15．あなたは、日本の社会に部落差別（同和問題）という問題があることを知っていますか。 

 

部落差別（同和問題）の認知度について尋ねたところ、「だいたい知っている」の４７．８％が最も高く、これ

に「あまりよく知らない」の２９．０％が続いている。 

「よく知っている」と「だいたい知っている」を合わせた『知っている』層の割合は６５．２％、「あまりよく知らな

い」と「まったく知らない」を合わせた『知らない』層の割合は３４．７％となっている。 

 

図表１８：部落差別（同和問題）の認知度について 

 

 

 

図表１９：部落差別（同和問題）の認知度について（年代別クロス集計） 

 

 

  

65.2 34.7

『知っている』 『知らない』

17.4 47.8 29.0 5.6 0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5 n=603

よく知っている だいたい知っている あまりよく知らない

まったく知らない 無回答 ダ

全

体

よ

く

知

っ

て

い

る

だ

い

た
い

知

っ

て

い

る

あ

ま

り
よ

く

知

ら

な

い

ま

っ

た
く

知

ら

な

い

無

回

答

『
知

っ
て

い

る

』

『
知

ら
な

い

』

603 105 288 175 34 1 393 209

100 17.4 47.8 29.0 5.6 0.2 65.2 34.7

２０～２４歳 49 18.4 30.6 38.8 12.2 - 49.0 51.0

２５～２９歳 63 12.7 42.9 34.9 9.5 - 55.6 44.4

３０～３４歳 92 14.1 39.1 37.0 9.8 - 53.3 46.7

３５～３９歳 93 19.4 46.2 28.0 6.5 - 65.6 34.4

４０～４４歳 47 8.5 51.1 38.3 2.1 - 59.6 40.4

４５～４９歳 46 19.6 47.8 28.3 4.3 - 67.4 32.6

５０～５４歳 50 20.0 52.0 26.0 2.0 - 72.0 28.0

５５～５９歳 55 23.6 60.0 14.5 1.8 - 83.6 16.4

６０～６４歳 59 25.4 50.8 22.0 1.7 - 76.3 23.7

６５～６９歳 41 14.6 63.4 19.5 2.4 - 78.0 22.0

無回答 8 - 75.0 12.5 - 12.5 75.0 12.5

全体
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（２）部落差別（同和問題）について知ったきっかけ 

問 16．あなたが、部落差別（同和問題）について、初めて知ったきっかけは何ですか。 

 

部落差別（同和問題）について知ったきっかけについて尋ねたところ、「学校の授業で教わった」の５７．６％

が最も高く、これに「家族（父母、祖父母等）から聞いた」の１５．３％、「テレビ・ラジオ・新聞・本などで知った」の

７．２％が続いている。 

 

図表２０：部落差別（同和問題）について知ったきっかけ 

 

 

  

15.3

0.5

1.1

2.1

57.6

2.8

7.2

1.4

3.2

0.4

1.6

6.7

0.2

0% 20% 40% 60% 80%

家族（父母、祖父母等）から聞いた

親戚の人から聞いた

近所の人から聞いた

学校の友だちから聞いた

学校の授業で教わった

職場の人から聞いた

テレビ・ラジオ・新聞・本などで知った

インターネットで知った

同和問題の集会や研修で知った

自治体の広報誌等で知った

その他

はっきりとおぼえていない

無回答 全体ｎ＝568
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（３）特に問題があると思う部落差別（同和問題）について 

問 17．部落差別（同和問題）であなたが人権上、特に問題があると思うものはどのようなことですか。 

（複数回答３つ以内） 

 

特に問題があると思う部落差別（同和問題）について尋ねたところ、「就職の際や職場において不利な扱い

をすること」の５０．０％が最も高く、これに「地域社会で不利な扱いをすること」の４５．８％、「結婚問題で周囲

が反対すること」の４２．４％が続いている。 

前回調査と比較すると、「地域社会で不利な扱いをすること」の割合（前回２９．１％）は１６．７ポイント増加、

「就職の際や職場において不利な扱いをすること」の割合（前回３８．９％）は１１．１ポイント増加している。一方、

「差別的な落書きをしたりインターネット上に差別的な情報をのせたりすること」の割合（前回３０．６％）は１０．

２ポイント減少しているが、全国的にみるとインターネット上の差別・人権侵害は問題となっている。 

 

図表２１：特に問題があると思う部落差別（同和問題）について 

 

 

42.4

50.0

45.8

32.6

31.5

20.4

2.6

5.6

0.5

33.9

38.9

29.1

34.2

29.4

30.6

2.0

15.1

1.7

0% 20% 40% 60%

結婚問題で周囲が反対すること

就職の際や職場において不利な扱いをする

こと

地域社会で不利な扱いをすること

身元調査をすること

差別的な発言をすること

差別的な落書きをしたりインターネット上に

差別的な情報をのせたりすること

その他

特にない

無回答

R5 n=568

H30 n=749
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（４）部落差別（同和問題）を解決するために必要と思うことについて 

問 18．部落差別（同和問題）を解決するために、あなたはどのようなことが必要だと思いますか。 

（複数回答３つ以内） 

 

部落差別（同和問題）を解決するために必要と思うことについて尋ねたところ、「学校や地域における人権

教育を進める」の４６．５％が最も高く、これに「市民一人ひとりが部落差別（同和問題）について正しい理解を

深めるように努力する」の４６．３％、「地域社会が差別を認めない」の３５．０％が続いている。 

前回調査と比較すると、「学校や地域における人権教育を進める」の割合（前回３６．２％）は１０．３ポイントと

特に増加している。 

 

図表２２：部落差別（同和問題）を解決するために必要と思うことについて 

 

  

16.9

46.5

6.2

46.3

35.0

27.3

13.2

17.3

3.9

5.1

0.9

16.3

36.2

7.1

45.4

34.0

30.6

15.0

0.0

2.8

13.0

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

部落差別（同和問題）に関わる人権相

談などを充実する

学校や地域における人権教育を進め

る

広報紙の発行や人権講演会などで人

権啓発を進める

市民一人ひとりが部落差別（同和問

題）について正しい理解を深めるよ

うに努力する

地域社会が差別を認めない

住所や出身地に関係なく人々の交流

を活発にし、まちづくりを進める

部落差別（同和問題）のことを口に出

さないで、そっとしておく

インターネット上の差別的な情報の

削除対策を充実させる

その他

特にない

無回答

R5 n=568

H30 n=749

※「インターネット上の差別的な情報の削除対策を充実させる」の項目は令和５年度から追加された項目です。 
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７．外国人の人権 

（１）特に問題があると思う外国人の人権について 

問 19．外国人が地域で生活するとき、あなたが人権上、特に問題があると思うのはどのようなことですか。 

（複数回答３つ以内） 

 

特に問題があると思う外国人の人権について尋ねたところ、「外国語で対応できる行政相談窓口や病院・

施設が少ないこと」の３６．８％が最も高く、これに「差別的な発言や行為をすること」の２８．７％、「外国人の意

見や行動、文化を尊重しないこと」の２４．５％が続いている。 

前回調査と比較すると、「外国人の意見や行動、文化を尊重しないこと」の割合（前回９．２％）は１５．３ポイ

ントと特に増加している。 

 

図表２３：特に問題があると思う外国人の人権について 

 

 

  

12.4

24.5

28.7

13.8

21.9

22.4

36.8

20.2

19.6

1.7

11.1

1.0

13.0

9.2

27.4

18.7

23.8

31.2

40.5

28.3

0.0

1.5

15.1

1.7

0% 10% 20% 30% 40% 50%

じろじろ見たり、避けたりすること

外国人の意見や行動、文化を尊重しない

こと

差別的な発言や行為をすること

アパートや住宅への入居が困難なこと

外国人が働ける場所や能力を発揮する機

会が少ないこと

施設・道路・鉄道案内の外国語表記など、

外国人にも暮らしやすいまちづくりが出

来ていないこと

外国語で対応できる行政相談窓口や病

院・施設が少ないこと

近隣や地域の人とのふれあいや理解を深

める機会が少ないこと

日本人と同様のサービス（医療、福祉、教

育など）が受けられないこと

その他

特にない

無回答

R5 n=603

H30 n=749

※「日本人と同様のサービス（医療、福祉、教育など）が受けられないこと」の項目は令和５年度から追加された項目です。 
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（２）外国人の人権を守るために必要と思うことについて 

問 20．外国人の人権を守るために、あなたはどのようなことが必要だと思いますか。（複数回答３つ以内） 

 

外国人の人権を守るために必要と思うことについて尋ねたところ、「日本人も外国人も共に暮らす市民であ

ることの理解を深める啓発を進める」の３０．２％が最も高く、これに「外国人も、日本人と同様のサービス（医

療、福祉、教育など）を受けられるようにする」の２８．７％、「外国語による相談の場を増やす」の２７．５％が続

いている。 

 

図表２４：外国人の人権を守るために必要と思うことについて 

 

 

 

30.2

27.2

27.5

16.7

13.8

28.7

26.0

9.0

18.9

19.2

2.5

8.3

0.8

26.7

30.4

24.0

14.7

13.6

22.6

27.9

11.7

14.6

18.8

2.4

11.7

2.0

0% 10% 20% 30% 40%

日本人も外国人も共に暮らす市民であることの理解を

深める啓発を進める

外国語による情報提供を充実させる

外国語による相談の場を増やす

同じ体験をした、悩みを共感できる相談者がいる相談

の場を作る

外国人のための日本語教室を設ける

外国人も、日本人と同様のサービス（医療、福祉、教育

など）を受けられるようにする

外国人が暮らす地域の日本人との相互理解と交流を

進める

住宅への入居支援（入居の際の差別の解消）

就学や就職の支援

災害時の外国人への対応

その他

特にない

無回答

R5 n=603

H30 n=749
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８．性的少数者（性的マイノリティ）の人権 

（１）特に問題があると思う性的少数者（性的マイノリティ）の人権について 

問 21．性的少数者（性的マイノリティ）に関することで、あなたが人権上、特に問題があると思うのはどのような

ことですか。（複数回答３つ以内） 

 

特に問題があると思う性的少数者（性的マイノリティ）の人権について尋ねたところ、「社会的理解が低く、

性的少数者を好奇や偏見の目で見ること」の５９．９％が最も高く、これに「法律が不十分であったり、整備さ

れていないこと」の４２．５％、「嫌がらせをしたり蔑称で呼ぶなど、差別的な言動をしたりすること」の３７．５％

が続いている。 

 

図表２５：特に問題があると思う性的少数者（性的マイノリティ）の人権について 

 

  

59.9

21.6

32.5

37.5

42.5

7.8

2.0

8.5

0.7

58.9

22.6

37.2

41.3

39.7

0.0

0.7

11.3

2.1

0% 20% 40% 60% 80%

社会的理解が低く、性的少数者を好奇や偏見の目

で見ること

就職や仕事内容、待遇などで不利な立場におくこと

地域社会や職場、家庭、学校などで、のけ者あつか

いして孤立させてしまうこと

嫌がらせをしたり蔑称で呼ぶなど、差別的な言動を

したりすること

法律が不十分であったり、整備されていないこと

就職や住居への入居の際などに性別について聞く

こと

その他

特にない

無回答 R5 n=603

H30 n=749

※「就職や住居への入居の際などに性別について聞くこと」の項目は令和５年度から追加された項目です。 
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（２）性的少数者（性的マイノリティ）の人権を守るために必要と思うことについて 

問 22．性的少数者（性的マイノリティ）の人権を守るために、あなたはどのようなことが必要だと思いますか。 

（複数回答３つ以内） 

 

性的少数者（性的マイノリティ）の人権を守るために必要と思うことについて尋ねたところ、「性的少数者（性

的マイノリティ）に関する正しい知識について学校教育の中に取り入れる」の６２．０％が最も高く、これに「性

的少数者（性的マイノリティ）に関する法整備を行う」の４２．３％、「性的少数者（性的マイノリティ）への偏見や

差別をなくすための啓発活動を行う」の３５．３％が続いている。 

 

図表２６：性的少数者（性的マイノリティ）の人権を守るために必要と思うことについて 

 

 

  

33.0

35.3

62.0

42.3

3.5

8.8

0.5

40.5

0.0

0.0

48.5

0.9

13.5

2.5

0% 20% 40% 60% 80%

性的少数者（性的マイノリティ）のための相談・支援

体制を充実する

性的少数者（性的マイノリティ）への偏見や差別を

なくすための啓発活動を行う

性的少数者（性的マイノリティ）に関する正しい知識

について学校教育の中に取り入れる

性的少数者（性的マイノリティ）に関する法整備を

行う

その他

特にない

無回答

R5 n=603

H30 n=749

※「性的少数者（性的マイノリティ）への偏見や差別をなくすための啓発活動を行う」と「性的少数者（性的マイノリティ）に関する正し

い知識について学校教育の中に取り入れる」の項目は令和５年度から追加された項目です。 
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９．水俣病に関する人権 

（１）特に問題があると思う水俣病に関する人権について 

問 23．水俣病に関することで、あなたが人権上、特に問題があると思うのはどのようなことですか。 

（複数回答３つ以内） 

 

特に問題があると思う水俣病に関する人権について尋ねたところ、「水俣病は感染や遺伝すると思われたり、

水俣地方特有の病気と間違われたりしたこと」の４７．３％が最も高く、これに「水俣出身ということで、就職や

結婚を断られたり差別を受けたりしたこと」の３８．１％、「患者が十分に救済されていないこと」の３４．８％が続

いている。 

 

図表２７：特に問題があると思う水俣病に関する人権について 

 

 

  

34.8

47.3

38.1

16.9

12.4

19.4

2.2

15.9

1.0

37.5

45.5

35.0

23.2

13.0

17.2

1.7

15.8

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

患者が十分に救済されていないこと

水俣病は感染や遺伝すると思われたり、水俣地方特有

の病気と間違われたりしたこと

水俣出身ということで、就職や結婚を断られたり差別

を受けたりしたこと

補償金を受け取ったことで、患者が中傷やねたみを受

けたこと

住民間の対立が深まり、地域住民の絆が壊れてしまっ

たこと

地域の人々が水俣出身と胸をはって言えないこと

その他

特にない

無回答
R5 n=603

H30 n=749
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（２）水俣病に関する人権を守るために必要と思うことについて 

問 24．水俣病に関する人権を守るために、あなたはどのようなことが必要だと思いますか。 

（複数回答３つ以内） 

 

水俣病に関する人権を守るために必要と思うことについて尋ねたところ、「水俣病の正しい知識や情報を提

供し、理解を深める」の７６．０％が最も高く、これに「水俣病に関する人権教育・啓発を進める」の３４．８％、

「地域における水俣病患者の支援を充実する」の２３．９％が続いている。 

 

図表２８：水俣病に関する人権を守るために必要と思うことについて 

 

 

  

76.0

23.5

10.3

23.9

34.8

1.8

10.9

1.3

66.8

26.0

15.1

31.2

28.4

1.6

12.4

2.5

0% 20% 40% 60% 80%

水俣病の正しい知識や情報を提供し、理解を深める

水俣病の患者が、医療機関などで気軽に相談できる

ようにする

水俣病の患者や家族と地域住民の交流を進める

地域における水俣病患者の支援を充実する

水俣病に関する人権教育・啓発を進める

その他

特にない

無回答 R5 n=603

H30 n=749
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１０．ハンセン病回復者とその家族の人権 

（１）特に問題があると思うハンセン病回復者等の人権について 

問 25．ハンセン病回復者とその家族に関することで、あなたが人権上、特に問題があると思うのはどのようなこ

とですか。（複数回答３つ以内） 

 

特に問題があると思うハンセン病回復者とその家族の人権について尋ねたところ、「怖い病気といった誤解

があること」の５０．６％が最も高く、これに「差別的な発言や行為をすること」の３１．５％、「社会復帰が困難な

こと」の２５．５％が続いている。 

 

図表２９：特に問題があると思うハンセン病回復者とその家族の人権について 

 

 

  

24.4

50.6

13.6

18.4

25.5

31.5

3.3

13.3

16.6

1.2

14.4

0.8

26.3

52.7

13.1

18.8

32.0

30.7

4.9

16.8

12.7

1.3

12.4

1.7

0% 20% 40% 60%

じろじろ見たり、避けたりすること

怖い病気といった誤解があること

病院での治療や入院を断ること

家族や親戚からつきあいを断られること

社会復帰が困難なこと

差別的な発言や行為をすること

アパートや住宅への入居が困難なこと

旅館やホテルなどの利用において不当な扱

いをすること

就職の際や職場において不利な扱いをする

こと

その他

特にない

無回答

R5 n=603

H30 n=749
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（２）ハンセン病回復者とその家族の人権を守るために必要と思うことについて 

問 26．ハンセン病回復者とその家族の人権を守るために、あなたはどのようなことが必要だと思いますか。 

（複数回答３つ以内） 

 

ハンセン病回復者とその家族の人権を守るために必要と思うことについて尋ねたところ、「ハンセン病に関

する正しい知識について学校教育の中に取り入れる」の６１．９％が最も高く、これに「患者や元患者、その家

族への偏見や差別をなくすための啓発活動を行う」の３５．５％、「行政の窓口が、問題を十分に認識したうえ

で適切な対応をとること」の２６．４％が続いている。 

 

図表３０：ハンセン病回復者とその家族の人権を守るために必要と思うことについて 

 

 

  

21.1

35.5

61.9

18.6

23.5

8.0

26.4

0.7

11.8

0.7

19.2

32.7

61.0

22.2

22.0

15.1

25.9

1.1

10.4

2.1

0% 20% 40% 60% 80%

医療体制やカウンセリング体制を充実

する

患者や元患者、その家族への偏見や差

別をなくすための啓発活動を行う

ハンセン病に関する正しい知識につい

て学校教育の中に取り入れる

患者や元患者、その家族を支援するた

め、行政・医療機関・ＮＧＯなどのネッ

トワーク化を進める

患者や元患者、その家族の生活を支援

する

地域との交流を促進する

行政の窓口が、問題を十分に認識した

うえで適切な対応をとること

その他

特にない

無回答
R5 n=603

H30 n=749
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１１．エイズ患者やＨＩＶ感染者の人権 

（１）特に問題があると思うエイズ患者やＨＩＶ感染者の人権について 

問 27．エイズ患者やＨＩＶ（エイズウイルス）感染者に関することで、あなたが人権上、特に問題があると思うのは

どのようなことですか。（複数回答３つ以内） 

 

特に問題があると思うエイズ患者やＨＩＶ感染者の人権について尋ねたところ、「差別的な発言や行為をす

ること」の４２．６％が最も高く、これに「患者や感染者のプライバシーが守られないこと」の４２．３％、「就職の

際や職場において不利な扱いをすること」の２５．４％が続いている。 

前回調査と比較すると、「患者や感染者との交際や結婚に反対すること」の割合（前回１１．１％）は９．１ポイン

トと最も増加している。 

 

図表３１：特に問題があると思うエイズ患者やＨＩＶ感染者の人権について 

 

 

  

42.3

25.4

21.6

20.2

13.9

42.6

8.5

1.0

16.6

1.0

42.5

33.2

27.2

11.1

16.7

41.4

0.0

1.2

16.8

2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50%

患者や感染者のプライバシーが守られないこ

と

就職の際や職場において不利な扱いをする

こと

病院での治療や入院を断ること

患者や感染者との交際や結婚に反対するこ

と

医療機関等が本人に無断でエイズ検査をす

ること

差別的な発言や行為をすること

福祉施設への入所や在宅サービスを断るこ

と

その他

特にない

無回答
R5 n=603

H30 n=749

※「福祉施設への入所や在宅サービスを断ること」の項目は令和５年度から追加された項目です。 
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（２）エイズ患者やＨＩＶ感染者の人権を守るために必要と思うことについて 

問 28．エイズ患者やＨＩＶ（エイズウイルス）感染者の人権を守るために、あなたはどのようなことが必要だと思

いますか。（複数回答３つ以内） 

 

エイズ患者やＨＩＶ感染者の人権を守るために必要と思うことについて尋ねたところ、「エイズやエイズウイル

スに関する正しい知識について学校教育の中に取り入れる」の５８．９％が最も高く、これに「プライバシーに配

慮した医療体制やカウンセリング体制を充実する」の５０．６％、「エイズ患者や感染者への偏見や差別をなく

すための啓発活動を行う」の２７．９％が続いている。 

 

図表３２：エイズ患者やＨＩＶ感染者の人権を守るために必要と思うことについて 

 

 

  

50.6

27.9

58.9

17.2

18.4

17.2

0.8

11.8

0.3

53.8

22.7

58.3

23.0

16.0

18.7

0.4

11.6

1.5

0% 20% 40% 60% 80%

プライバシーに配慮した医療体制やカウンセリング

体制を充実する

エイズ患者や感染者への偏見や差別をなくすための

啓発活動を行う

エイズやエイズウイルスに関する正しい知識につい

て学校教育の中に取り入れる

患者や感染者を支援するために、行政・医療機関・Ｎ

ＧＯ などのネットワーク化を進める

患者や感染者の生活を支援する

患者や感染者の医療費を援助する

その他

特にない

無回答

R5 n=603

H30 n=749
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１２．犯罪被害者等の人権 

（１）特に問題があると思う犯罪被害者等の人権について 

問 29．犯罪被害者等に関することで、あなたが人権上、特に問題があると思うのはどのようなことですか。（複

数回答３つ以内） 

 

特に問題があると思う犯罪被害者等の人権について尋ねたところ、「マスコミの取材や報道により、私生活

の平穏やプライバシーが保てなくなること」の７４．０％が最も高く、これに「事件のことで、周囲がうわさ話をす

ること」の４１．５％、「「被害者にも問題があった」などと非難すること」の３５．５％が続いている。 

 

図表３３：特に問題があると思う犯罪被害者等の人権について 

 

 

  

33.2

41.5

20.9

32.2

74.0

35.5

0.7

5.5

0.5

32.7

46.2

24.4

35.2

81.0

0.0

0.1

4.7

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

犯罪行為によって、経済的な負担を強いられること

事件のことで、周囲がうわさ話をすること

関係機関に相談しても期待にそった支援が得られ

ないこと

捜査活動や刑事裁判によって、精神的な負担がか

かること

マスコミの取材や報道により、私生活の平穏やプラ

イバシーが保てなくなること

「被害者にも問題があった」などと非難すること

その他

特にない

無回答
R5 n=603

H30 n=749

※「「被害者にも問題があった」などと非難すること」の項目は令和５年度から追加された項目です。 
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（２）犯罪被害者等の人権を守るために必要と思うことについて 

問 30．犯罪被害者等の人権を守るために、あなたはどのようなことが必要だと思いますか。 

（複数回答３つ以内） 

 

犯罪被害者等の人権を守るために必要と思うことについて尋ねたところ、「マスコミなどが犯罪被害者やそ

の家族の人権に気配りした報道や取材を行う」の６７．７％が最も高く、これに「犯罪被害者やその家族のため

の相談・支援体制を充実する」の４２．０％、「捜査活動や刑事裁判において、犯罪被害者やその家族に十分な

気配りをする」の４０．６％が続いている。 

 

図表３４：犯罪被害者等の人権を守るために必要と思うことについて 

 

 

  

42.0

18.1

34.3

36.3

40.6

67.7

1.2

5.0

0.7

39.7

16.2

27.5

33.5

41.5

69.6

0.8

4.8

1.5

0% 20% 40% 60% 80%

犯罪被害者やその家族のための相談・支援体制を

充実する

犯罪被害者やその家族の人権を守るための教育・啓

発活動を進める

犯罪被害者やその家族のための経済的な支援を行

う

犯罪被害者やその家族への適切なカウンセリングを

行う

捜査活動や刑事裁判において、犯罪被害者やその

家族に十分な気配りをする

マスコミなどが犯罪被害者やその家族の人権に気

配りした報道や取材を行う

その他

特にない

無回答

R5 n=603

H30 n=749
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１３．インターネット上の人権 

（１）特に問題があると思うインターネット上の人権について 

問 31．インターネットに関することで、あなたが人権上、特に問題があると思うのはどのようなことですか。（複数

回答３つ以内） 

 

特に問題があると思うインターネット上の人権について尋ねたところ、「他人の誹謗中傷や差別的な表現な

ど、人権を侵害する情報を掲載すること」の６８．３％が最も高く、これに「一度掲載されると拡散し、完全に消

去することが困難であること」の４９．６％、「加害者が特定できず、被害者が救済されないこと」の４１．８％が

続いている。 

 

図表３５：特に問題があると思うインターネット上の人権について 

 

  

68.3

21.9

13.8

19.4

41.8

49.6

33.8

1.5

3.3

0.5

77.2

41.8

30.4

28.4

50.6

0.0

0.0

0.5

4.5

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

他人の誹謗中傷や差別的な表現など、人権を侵害

する情報を掲載すること

出会い系サイトなどが犯罪を引き起こす場となって

いること

事件の捜査対象となっている未成年者の実名や顔

写真を掲載すること

児童ポルノが存在すること

加害者が特定できず、被害者が救済されないこと

一度掲載されると拡散し、完全に消去することが困

難であること

法的規制が不十分であったり、違法な情報に対する

監視や取締まりが十分でないこと

その他

特にない

無回答
R5 n=603

H30 n=749

※「一度掲載されると拡散し、完全に消去することが困難であること」と「法規制が不十分であったり、違法な情報に対する監視や取

り締まりが十分でないこと」の項目は令和５年度から追加された項目です。 
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（２）インターネット上の人権侵害を防ぐために必要と思うことについて 

問 32．インターネット上での人権侵害を防ぐために、あなたはどのようなことが必要だと思いますか。 

（複数回答３つ以内） 

 

インターネット上での人権侵害を防ぐために必要と思うことについて尋ねたところ、「不適切な情報発信者

に対する監視や取締りをきびしくする」の６４．３％が最も高く、これに「情報の停止や削除など、法的規制をき

びしくする」の５９．２％、「学校教育の場で、情報モラルやインターネットを正しく使いこなすための知識や能力

についての教育を充実させる」の５７．９％が続いている。 

 

図表３６：インターネット上での人権侵害を防ぐために必要と思うことについて 

 

 

  

26.2

64.3

28.0

57.9

59.2

3.3

2.7

0.7

22.4

62.3

25.6

0.0

56.7

1.6

5.1

1.6

0% 20% 40% 60% 80%

インターネット上で人権侵害を受けた人のための相談・支

援体制を充実する

不適切な情報発信者に対する監視や取締りをきびしくす

る

インターネットの利用者やプロバイダーなどに対して、個人

のプライバシーや名誉についての正しい理解を得られるよ

う、教育・啓発活動を進める

学校教育の場で、情報モラルやインターネットを正しく使

いこなすための知識や能力についての教育を充実させ

る。

情報の停止や削除など、法的規制をきびしくする

その他

特にない

無回答
R5 n=603

H30 n=749

※「学校教育の場で、情報モラルやインターネットを正しく使いこなすための知識や能力についての教育を充実させる。」の項目は令

和５年度から追加された項目です。 
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１４．ホームレスの人々の人権 

（１）特に問題があると思うホームレスの人々の人権について 

問 33．ホームレスの人々に関することで、あなたが人権上、特に問題があると思うのはどのようなことですか。

（複数回答３つ以内） 

 

特に問題があると思うホームレスの人々の人権について尋ねたところ、「通行人などの周囲の人が、嫌がら

せをしたり暴力をふるったりすること」の４９．６％が最も高く、これに「就職することが難しく、経済的に自立し

た生活が出来ないこと」の４８．８％、「アパートや住宅への入居が困難なこと」の２３．７％が続いている。 

 

図表３７：特に問題があると思うホームレスの人々の人権について 

 

 

  

22.2

49.6

17.1

17.7

48.8

23.7

6.8

1.8

13.1

1.2

18.4

48.1

12.3

20.8

51.7

22.8

6.4

1.1

14.0

2.3

0% 20% 40% 60%

ホームレスに対する誤解や偏見があること

通行人などの周囲の人が、嫌がらせをしたり

暴力をふるったりすること

じろじろ見たり、避けたりすること

医療機関において、診察拒否などの差別的

な扱いをすること

就職することが難しく、経済的に自立した生

活が出来ないこと

アパートや住宅への入居が困難なこと

入店や宿泊や施設利用を拒否すること

その他

特にない

無回答

R5 n=603

H30 n=749
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（２）ホームレスの人々の人権を守るために必要と思うことについて 

問 34．ホームレスの人々の人権を守るために、あなたはどのようなことが必要だと思いますか。 

（複数回答３つ以内） 

 

ホームレスの人々の人権を守るために必要と思うことについて尋ねたところ、「ホームレスのための相談・支

援体制を充実する」の５４．２％が最も高く、これに「安定した住居に住めるようにする」の４６．４％、「雇用主に

対する啓発を行い、就業機会をつくる」の４６．１％が続いている。 

 

図表３８：ホームレスの人々の人権を守るために必要と思うことについて 

 

 

  

54.2

19.4

46.1

46.4

2.7

12.1

1.3

51.0

15.5

48.3

45.9

3.3

12.1

1.6

0% 20% 40% 60%

ホームレスのための相談・支援体制を充実する

ホームレスの人権を守るための教育・啓発活動を進

める

雇用主に対する啓発を行い、就業機会をつくる

安定した住居に住めるようにする

その他

特にない

無回答
R5 n=603

H30 n=749
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１５．震災等の災害に起因する人権 

（１）特に問題があると思う震災等の災害に起因する人権について 

問 35．地震などの災害が起きたときに、あなたが人権上、特に問題があると思うのはどのようなことですか。（複

数回答３つ以内） 

 

特に問題があると思う震災等の災害に起因する人権について尋ねたところ、これに「被災者が経済的に困

難な状況におかれること」の４９．４％が最も高く、「被災者をねらった犯罪が発生すること」の４５．６％、「避難

生活でプライバシーが守られないこと」の４２．１％が続いている。 

 

図表３９：特に問題があると思う震災等の災害に起因する人権について 

 

 

  

42.1

49.4

23.2

33.8

22.7

30.2

45.6

2.0

3.0

0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50%

避難生活でプライバシーが守られないこと

被災者が経済的に困難な状況におかれること

高齢者や障がい者等の避難が円滑に進まないこと

要配慮者（障がい者・高齢者・乳幼児・妊婦・外国人

等）、子育て家庭に対して、十分な配慮が行き届か

ないこと

生活環境の変化に伴うストレス増加により、いさか

い・虐待が起こること

デマや風評などによる差別的な言動が起きること

被災者をねらった犯罪が発生すること

その他

特にない

無回答
R5 n=603
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１６．新型コロナウイルス感染症等の感染症に関する人権 

（１）特に問題があると思う新型コロナウイルス感染症等の感染症に関する人権について 

問 36．新型コロナウイルス感染症等の感染症に関して、あなたが人権上、特に問題があると思うのはどのような

ことですか。（複数回答３つ以内） 

 

特に問題があると思う新型コロナウイルス感染症等に関するの人権について尋ねたところ、「医療従事者が

不当な扱いを受ける」の３１．７％が最も高く、これに「病気に関する誤った情報が流される」の３０．５％、「職場

や学校や地域で不利な扱いを受ける」の２４．５％が続いている。 

 

図表４０：特に問題があると思う新型コロナウイルス感染症等の感染症に関する人権について 

 

 

  

9.6

24.5

16.3

30.5

12.9

21.9

31.7

17.6

15.9

1.3

18.1

0.7

0% 10% 20% 30% 40%

身近な人からつきあいを拒絶される

職場や学校や地域で不利な扱いを受け

る

病気に関する個人情報等、プライバシー

が守られない

病気に関する誤った情報が流される

インターネット上で差別的な書き込みが

される

悪いうわさを流されたり、差別的な言

動を受ける

医療従事者等が不当な扱いを受ける

病院などに受け入れを拒否される

感染予防対策（マスク、ワクチン接種等）

を強要される

その他

特にない

無回答 R5 n=603



 

51 

１７．人権に対する意識と啓発 

（１）人権を尊重する意識の変化について 

問 37．あなたの人権を尊重する意識（人権意識）は数年前（概ね３～４年前）に比べて高くなっていると思いま

すか。 

 

人権を尊重する意識の変化について尋ねたところ、「どちらかといえば、そう思う」の４０．０％が最も高く、こ

れに「どちらともいえない」の３４．２％が続いている。 

「そう思う」と「どちらかといえば、そう思う」を合わせた『そう思う』層の割合は５５．１％、「どちらかといえば、

そう思わない」と「そう思わない」を合わせた『そう思わない』層の割合は１０．０％、「どちらともいえない」は３４．

２％となっている。 

 

図表４１：人権を尊重する意識の変化について 

 

 

 

  

『そう思

う』計

『そう思わ

ない』計

55.1 10.015.1 40.0 34.2 4.65.3 0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5 n=603

そう思う どちらかといえば、そう思う

どちらともいえない どちらかといえば、そう思わない

そう思わない 無回答
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（２）市民の人権が尊重されていると感じるかについて 

問 38．あなたは、市民一人ひとりの人権が尊重されていると感じますか。 

 

市民の人権が尊重されていると感じるかについて尋ねたところ、「やや感じる」の２８．７％が最も高く、これ

に「あまり感じない」の１３．８％が続いている。 

「とても感じる」と「やや感じる」を合わせた『感じる』層の割合は３３．０％、「全く感じない」と「あまり感じな

い」を合わせた『感じない』層の割合は１７．１％、「どちらともいえない」は４８．９％となっている。 

 

図表４２：市民の人権が尊重されていると感じるかについて 

 

  

33.0 17.1

『感じる』

計

『感じない』

計

4.3 28.7 48.9 13.8 3.3 1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5 n=603

とても感じる やや感じる どちらともいえない

あまり感じない 全く感じない 無回答
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（３）人権についての理解を深めるのに役立ったことについて 

問 39．あなたにとって、人権についての理解を深めるのに、次のうち何が役立ちましたか。（複数回答３つ以内） 

 

人権についての理解を深めるのに役立ったことについて尋ねたところ、「学校の教育活動における人権教

育」の４４．３％が最も高く、これに「新聞記事やテレビ、ラジオ」の３３．２％、「インターネット」の３２．５％が続い

ている。 

前回調査と比較すると、「インターネット」の割合（前回１８．３％）は１４．２ポイント増加している。 

 

図表４３：人権についての理解を深めるのに役立ったことについて 

 

 

  

11.8

44.3

16.3

4.1

13.3

8.5

11.9

33.2

32.5

14.4

7.3

1.7

9.1

0.8

18.6

46.7

16.3

5.1

14.3

11.5

12.4

35.5

18.3

13.8

10.4

1.1

8.9

1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50%

講演会や研修会

学校の教育活動における人権教育

職場で行われる研修会

まちの商店街やスポーツ施設等で行わ

れるイベント

高齢者や障がいのある人、外国人など

との交流

市や国、県の広報誌やリーフレット

本や雑誌

新聞記事やテレビ、ラジオ

インターネット

家族や友達との話し合い

ボランティア活動への参加

その他

特にない

無回答

R5 n=603

H30 n=749
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（４）人権啓発イベントに多くの人々が参加するための効果的な工夫について 

問 40．人権啓発イベントなどに多くの人々が参加するには、どのような工夫が効果的だと思いますか。（複数回

答３つ以内） 

 

人権啓発イベントに多くの人々が参加するための効果的な工夫について尋ねたところ、「内容を親しみやす

くすること」の５１．１％が最も高く、これに「PR（周知・広報）方法を工夫すること」の４３．３％、「有名で評判の

いい人が出演すること」の２７．９％が続いている。 

 

図表４４：人権啓発イベントに多くの人々が参加するための効果的な工夫について 

 

 

  

27.9

26.4

51.1

18.7

2.3

22.9

13.6

43.3

3.6

5.6

0.7

29.4

25.4

56.1

21.2

3.3

0.0

13.6

42.2

4.0

5.7

1.9

0% 20% 40% 60%

有名で評判のいい人が出演するこ

と

人権問題に直接関係する本人が出

演すること

内容を親しみやすくすること

土曜、日曜、祝日に開催すること

平日の夜間に開催すること

親子で参加できること

一時保育や手話通訳などを行うこ

と

ＰＲ(周知・広報)方法を工夫するこ

と

その他

特にない

無回答

R5 n=603

H30 n=749
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（５）人権を尊重しあうための心がけや行動について 

問 41．市民一人ひとりが人権を尊重しあうために、心がけたり行動すべきこととして、あなたはどのようなことが

必要だと思いますか。（複数回答３つ以内） 

 

人権を尊重しあうための心がけや行動について尋ねたところ、「人権について正しい知識や感覚を身につ

けること」の６０．０％が最も高く、「他人の立場や権利を理解し、互いに思いやる心を大切にすること」の５４．

９％、「古くから伝わる風習や誤った固定観念にとらわれないこと」の４６．４％が続いている。 

 

図表４５：人権を尊重しあうための心がけや行動について 

 

 

  

60.0

46.4

21.6

54.9

18.6

7.5

14.9

18.2

2.5

2.2

0.8

57.7

43.3

24.2

47.9

13.8

10.7

14.0

24.4

1.2

2.4

1.5

0% 20% 40% 60% 80%

人権について正しい知識や感覚を身につけること

古くから伝わる風習や誤った固定観念にとらわれな

いこと

自ら正しいと思う行動をとることができるようにな

ること

他人の立場や権利を理解し、互いに思いやる心を大

切にすること

家族同士が互いの立場や権利を理解し、互いに思い

やる心を大切にすること

自分が生活している地域の人々を大切にすること

職場で人権を大切に思う意識を高めあうこと

さまざまな人々との交流体験をすること

その他

特にない

無回答

R5 n=603

H30 n=749
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（６）市民一人ひとりの人権を守るために必要な取り組みについて 

問 42．市民一人ひとりの人権を守るために、今後どのような取組が必要だと思いますか。（複数回答３つ以内） 

 

市民一人ひとりの人権を守るために必要な取り組みについて尋ねたところ、「学校における人権教育・啓発

を充実する」の５３．６％が最も高く、「市民・企業・行政が一体となって人権意識の高揚が図られるような条例

等を定める」の４０．０％、「人権侵害に対する救済・支援を充実する」の３２．５％が続いている。 

 

図表４６：市民一人ひとりの人権を守るために必要な取り組みについて 

 

 

  

40.0

32.5

24.9

53.6

20.2

21.6

22.9

2.8

5.1

1.2

0% 20% 40% 60%

市民・企業・行政が一体となって人権意識の高揚が

図られるような条例等を定める

人権侵害に対する救済・支援を充実する

行政による人権教育・啓発を充実する

学校における人権教育・啓発を充実する

地域における人権教育・啓発を充実する

企業における人権教育・啓発を充実する

教職員、保健・医療・福祉関係従事者、公務員等の人

権意識を向上させる

その他

特にない

無回答 R5 n=603


